
WJ\�� �芦加発声声mm芦持
日本国際政治学会

No. 45 Januロry 1989 

諜報 ， 情報， 研究

本年も12月8日 がきた。毎年12月8自になると． 少々
気にかかるととがある。それは， 「ローズヴェル ト謀略
説J ， ローズヴェルト大統領は， 日本軍が兵珠湾攻懲を
行う乙とを知っていたが． 知らぬふり をしてあえて攻惨
させ． もって参戦の機会をつかんだという説である。そ
の論拠として「マジックJの存在． すなわちアメリカ側
が日本の暗号を解読していたととがあげられる。G{iかIt,
アメリカ側は暗号を解説していたし． 日本11!輸送船団の
東シナ海南下も把担していた。しかし， アメリカ側が具
体的It点珠湾攻懲の暗号を解説していた証拠もないし，
日本海軍機動部隊の北太平洋東進を杷握していた形跡も
ない。つまり， アメリカ側は開戦を予知していたが． 点
政湾攻懲は予知していなかったのではなかろうか。また．
「謀略jがあったとしても． その謀略leまざまざとはめ
られたとあっては． 俗IZ::いう恥の上塗りに乙そなれ噌 別
iζ日本の免罪符とはならないのではないか。

しかし， 乙乙で私が気にかかるのは「謀略説」の当否
ではない。それと関連して指摘される 日本は情報IL弱い
ということの意味についてである。織的にいえば「情報
IL弱いjという乙とが， 専ら暗号といった， いわゆる諜
報的側面IZ::媛小化されやすい乙とについてである。もと
より諜報活動が国際政治のある側面をなしている乙とは
否定しえない。 だが， 諜報は情報のどく一部でしかない。
重姿な情報源は， どく普通の． 公開怠れたメディアであ
るといえよう。その点． 私が感服したのは， 第二次大戦
中． 駐米イギリス大使館情報機関のー剖lとしておかれた
政治学者アイザア・パーリンを中心とする数名のグルー
プの活動である。彼らの 役目は， アメリカの国内情勢を
まとめて「週間政治報告」 と してロンドンに送るζとで
あった。それは， 何ら秘密めいた情報でーはなく． 新1111.

斎藤 良 （国際u管教大学）

ラ ジオ， 雑誌， 会話などを通じての？？過の情報が客観的
に， 要領よくまとめられたものである。乙れらの情報が
チャーチル， イーデンといった政策決定省の判断材料と
して送られ， 利用された。

もちろん日本でも， 在外公館から多くの情報が送られ
てきた。日本の第二次大戦参戦 （太平洋戦争開戦）にと
って決定的な重要性をもったのは， ドイツのl波争遂行能
力についての情報と判断であろう。その時， スウェーデ
ンの小野寺陸市武官のごとく正碗な情報と判断とを送っ
てきた人もいるが． それは結局無視される。そして． ド
イツの大島大使 （陸1］！中将）のドイツは 勝つという一方
的情報のみが受け入れられた。情報は送り手のみならず，
受け手によっても左右される。 良き！封lき予をもたない限
り， 良き情報もそれ乙そ馬の耳IL念仏IZ::終る。

良き聞き手をつくるものは， 結局i'!任という倫mlと識
別という知力にほかならない。前者． 待で誤れば乙わく
ないという無武任の体質についてはともかくとして， 後
者， 識別能力は地道な客観的江研究の広汎な務積ILよっ
て支えられる。今日の日本は， 情報不足ど乙ろか情報過
剰の嫌いすらある。 その結果， たとえば， 国際政治につ
いても， アメリカについても． 中国についてもよく判っ
ているという無意設の前提， 否倣慢がありはしないか。
多くの情報を識別 し， 活かす地下水のごとき研究， 国際
政治研究， 地域研究乙そ， 太平洋開戦時ILも． そして残
念ながら今日なお， 日本に不足しているものではなかろ
うか。何もかも「凶際化」というレγテ ルがはられてい
る今日， 実 は「国際研究」それ自体は案外なおざりにさ
れているのではなかろうか。 f兵珠湾を忘れるな」とい
うスローガンは． アメリカ人のためにあるのではなく，
日本人のためにとそあるのかもしれない。
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4 人の報告に対して， アンケート調査回答 者 （329名．
約25ノf一セント）はどの程度本学会を 代表 しているのか，
国際政治経済学の倫恩的基盤とは何か， グランドセオリ

共通論題l r国際関係論の方法と課題』 ー （例えば脳機安定論）の大前提とは具体的に何をさす
のか． 学際的研究の有効性， グランドセオリーと数釘分

国際社会がますます流動的かっ多織化する現在， 乙れ 析に誌づく実 証主義の関係など質問が多数出され， 活発

を直接研究対象とする国際関係論は， 既存の社会諸科学 な議論が展開された。 （木村昌人）

の枠組で説明できず， その方法や課題の見直 しIL迫られ （司会・神谷不二 ）

秋季研究大会概況

ている。内外の研究者もζの点について大きな関心を抱
いている。 共通論題H f社会主義圏の新潮流とその波

さて． 本セッションでは次の四つの報告があった。ま 紋j
ず大芝亮助会員は研究者の意識にお－目する。1987年12月
から19 回年 1月の期聞に， 本学会員約 1 ,3 00 名を対象と
して実施された「日本における国際関係の理論研究動向
に関するアンケート調査J の結果IL基づき， 学会員の窓
識の中では， （1）イデオロギーの持つ意味が低下している，
12）ナショナリズムが強くなる傾向κ懸念を抱き， （3）その
対応策と して地域統合を注目 している ， （4）理論研究は必
らず しも銭んとはいえないなどの点を明らかに した。一
方乙う した学会員の認識と実 際の研究活動や業績との聞
には しば しばギャップが存在する乙とも指摘された。

次に閲覧治会員は， 政治学のグローパライゼーシ ョン
と 倫 理に焦点 を あ て る 。まずPo st Behavioral 

Revolutionの名の下IC:保守化傾向が進んできたアメリ
カの学界で， 伝近社会科学の倫理性を唱える動きが現れ
た乙とをill視 し． 日 本においても倫康的， 哲学的， 技術
的三条件の上lζ新 しいグローパリズムをめざす政治学の
確立が急務であると訴えた。

猪口孝会員は， 国際政治経済学という立場から報告を

行った。 経済学が自己完結的な理論体系と して精級化の

一途を辿り， 経済学者だけのt世界になりつつある中で，

政治学者や政治経済学者は， 純粋な経済IL安全保障， 妓
術， 文化などの関連分野を有機的に把握する必姿がある
と説いた。その際分析方法としては， （1)異分野の専門家
による「学際的j研究ではなし一人の研究者の内部で
複数の方法論が統合される「学統的J 研究でなければな

らない， （2）アクタ一分析も構造分析との関連で行い， シ
ステム全体のJレール形成Kつながる乙とが望まれると提
案 した。

1成後』E中嶋街雄会員は， 地域研究の立場から論じた。
現 代は19世紀のマル クスやウェーパーなど巨匠によるグ
ランドセオリーで政治学を説明する時 代ではない。 地域
研究は社会科学としての有効性を失ったグランドセオリ

ーの欠陥を指摘するものと して重姿な役割を果 した。今

後21世紀を目ざ して新 しい国際関係論のディシプリンを

社会主義圏全般に， 乙乙数年ダイ ナミッ クな経済改革，
政治改革の動きが拡がりつつあり． その成行きは国際関
係 のあり方に大きな影響を与える。そ乙でソ述， 東欧，
中国iζ関 して活発に発言をされている三人の会員から報
告を してもらったが， いずれも充実 した内容で， またそ
れぞれに他の報告に関するコメントを求めたと乙ろ． 緩
い時間なりに鋭い論争が交わされ， 充実 したセッション
になった。二日自の午後なのに数多く出席した会員たち
も， 熱心に聴き入っていた。

中西冶会員（創価大学）は， ソ速についての報告で． ペレ

ストロイカは工業化， 市民社会化等というソ述社会の大
きな変化そのものが促 した意識革命・生活革命・制度革
命であり， 今後集団の多元化や政治制度の複数化が進む
だろう， との展望を語った。 ポーランドを中心lζ東欧に関
して報告した伊東孝之・北大スラプ研究センター教綬は，

最近の東欧の政治変動を「一元的支配から権威主義的支
配への移行J と位置つ‘け， 一元的支配の弛緩によって社
会システム， 経済システムの自立化が進行 しているが，
政権の権威は「無政府状態への恐れjκ基礎をおくもの
にすぎず， 多元的民主主義へのシステム変動の見通 し は
明るくない， と主張 した。毛里和子会員（勝岡県立大学）は
中国について報告し， 30年来の中国のレジームのソ連と
比べた特徴は． 経済の集中的な計画体制が形成されなか
った点にあり， そのため80年 代の改革のなかで集権的な
経済システムがたちまち「溶解」し， 社会的統合も崩れ
たが， 反面政治改革は低迷 していると述べ， 客観的妥請
が大きいにもかかわらず， 「 ソフトな政治体制」への移
行がきわめて困難な乙とを指嫡した。

相互間のコメントでは， 中西会員は伊東報告に関巡し
て， ポーランドでは社会が多元的であり， 「一元的支配J
さえ縫立していない。 また討会主義を採用しなければポ
ーランドは昔のように分割されて しまったのではないか，

と指摘した。 伊東会長は中西報告がやや楽観的過ぎると

模策する中で， 地域研究はディシプリンの検証手段と し いい， ペレストロイカは「知識人革命」 という限界をも

て{j効であると し， 国際関係論との相互関係を強調した。 っており， 経済改革はうまくし、かず． 将来民衆の右潔的
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反乱さえありうるだろうとした。また閉会日は中国Ir.つ
いて， 生み出された臼が消費に回ってしまい， 生産的投
資IL向けられないとの問題点を述べた。毛里会員は中西
報告ICついて． ソ速の現状は党レジーム維持のための改
革だという耐を見落としてはいないかといい， また伊東
報告に関辿して． 閉じ「改革」といってもソ迎， 中｜劃は
上からのもので． ポーランドは下からの圧力への対応で
あり， その区別をはっきり志せるべきだと主張した。

フロアの 8 人から質問が出されたが， 司会の不手際と
会場の都合がillなって， 十分な質疑応答がなされなかっ
た乙とは残念であった。

（司会・木戸著者）

部会I 地域紛争の新局面i

第一報告者の五島文雄会 員（大阪外国語大学）は． 最近
まで長期にわたってベトナムで凋査研究iζ従事された体
験を交えながら， 「“カンボジア問題”の現状と見通し」
と題して報告した。その要旨は， 1987年12月と本年 1 月
ILシアヌーク・ フンセン会談が実現し， 7月ILカンボジ
ア4 派が一同IL会するジャカルタ会議が開催されるなど，
カンボジア各派の悶で政治解決のための具体的プログラ
ムが討議されるようになった。また， ベトナムと中国も
従来以上に積極的に政治的解決IL取り組む姿勢をみせて
いる。 ζのため． 残された原則的問題はベトナムIL支援
きれたへン・サムリン政権の解体を前提に「カンボジア
問題Jの解決をはかるか否かに絞られてきたというもの
であった。

第二報告者の伊豆見元会日（静岡県立大学）は「オリン
ピック後の南北朝鮮関係Jと題して， 南北対話の現状と
展望について報告した。 その要旨は， Ii!語録1'S政織のまま場
後， 緯国側はできるだけ朝鮮民主主議共和国（北朝鮮）
の主張を受け入れる方向にその姿勢を転換し， 北朝鮮側
の主張する南北不可侵宣言を首脳会談の場で話し合うと
とに同窓すると乙ろまで譲歩した。 また， 政治・軍事会
談の開催ILも同意する構えである。 しかし， 純国の圏内
政治の行方が不透明であるかぎり． 北朝鮮側がそれに応
じるかどうかは楽観を許さない。現在進行中の南北国会
会談予備会談は， 今後も継続するものとみられるが， 実
質的な成果を学げるとζろまで辿り若く可能性は大きく
ない， というものであった。

乙れに対して， 会渇からは， 業野鳳， 閲覧治， 林理介
会員から「へン・サムリン政織の解体lζよって． カンボ
ジアに政治的安定がもたらされうるか」 などの質問jや，
f北朝鮮はペレストロイカを必妥とするような状態にな

いjなどのコメントが寄せられた。

（司会・小此木政夫）

部会日 日本外交史部会

本部会は． 第一日の午前閲かれ， 「中国第三革命と日
本の対応一一政策参画省の動向を中心に」波多野務会 員
（常盤大学） ， 「陸lJ_(の「支部通Jに司、てJ �t岡伸一会 員

（立教大学）の二報告が行われ， その後質疑応答となった。

波多野報告は1915年から16年にかけての表世凱の宇野伽l
運動K対する大隅内閣の対応を， 新資料を駆使して時間
的系列を追いながら問題点を指摘された。 とくに田中義
一参謀次長の画策と活動が浮彫にされた。

北岡報告は． 陸軍のいわゆる「支部泌Jについて， 陸
軍の機構内における位置づけを明確にした上． その特徴
を指摘し， 新しい視角を提供された。 「支那通J の国民
党観の限界など興味ある論点が多かった。

波多野報告は精鰍IL史的展開を逐い． 北岡報告は明噺
な備造分析を行い， それぞれ日本外交史研究の典型的な
アプローチ を示された。きわめて充実した内容の両報告
を得た乙とを参会者とともに感謝するものである。

両報省終了後， 大山梓， 五百旗頭u， 藤井昇三． 約博
の諸会口より報告内容について質問があり， 両報告者が
回答された。

日本の中国政策の桜聞と中国の歴史的潮流とのかかわ
りあいを考える上で． 両報告は今後の研究にfl:重な示唆
を与えるものと恩われる。

（司会・白井勝美）

部会田 地域紛争の新局面目

1. ソ述と中東を縦断する地域紛争一一アルメニア問
題とムスリム民族問題一一 山内昌之

2 . イラン・イラ ク戦争の残したもの 高橋和夫
3 . インティファダ （鯵起）ーーパレスチ ナ紛争の新

展開一一 池田明史
まったく収まると乙ろを知らない織相をみせている現

下の地続紛争Kついて， 3 つの視点， ①大国の関与一一
管理システム一一． ＠当＇JI国の選択， ＠トランスナショナ
ルもしくはリンケージ現象としての特性から分析， 報告が
なされた。 山内報告は． ぶ88年 2月ナゴJレノ＝カラパフ
から発生したアルメニア民族迩動をその事例としたが，
それは自らキリスト教文化圏にあるアルメニア人をイス
ラームのアゼルパイジャン共和国からアルメニア共和国
へ'ITt.11を移す乙とを求めたものであった。 それはロシア
革命以前における「集団的記憶」の党俗であり． 「帰属
の変更はあってはならないJ としてきた政治学も． 乙乙
では役にたたない。高橋報告は， 本88年 7月イランの停
戦受諾により終息をみたイラン・イラク戦争は． 米ソ』E
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よる世界管理システムの崩峻の兆しとはいえ， その戦争 との協力関係． 国際平和年行事における国辿大学のあり
の長期化は 6011:も及ぶ多数の国が乙れに関与したζとで 方等II:っき関心が示された。
あった。そζで，乙の！j袋争を 7 つのポイントによって分 なお，緒方会員はソ辿が函連を使い始めた点をとくに
析し， 解明した。即ち. (1)函家の枠の保持 . (2）米ソの管 大きくとりあげ， モスクワにおけるシンポジウムでの印
理能力の限界， （3)NICS 兵器， （4）動員能力， （5）化学兵器． 象を紹介した。
(6）ミサイル戦争， （7）原盟主義巡動との関連がそれである。
池田報告は． 昨 87 年12月に始まったインティ ファダをど
うみるかをlつの主題とした。それは， 60年代， 7 0年代
と区別される「国家」意識の強調という状況下での， 国
家枠組みを抱否され絞けてきたP L 0・占領地住民の選

録後II:小生より， 今後，ア フガン， イラン・イラクκ
引き続いて， 西サハラ， ナミピア， カンボジヤ， キ プロス
等の紛争処理にハズミがつく乙とが期待されるが，それ
らの経験を通じて国巡の機能が強化され， さらに国巡II:
対する信頼が回復される乙とを注意深く見守ってゆきた

択であったとする。その点では， イスラエルとの関辿で， いと締めくくった。
また中東世界に浮上しつつある問題として，社会経済体 （司会・斎綴鎮男）
制の変容． 国家と宗教の問題， エ スニック集団の要因，
及び安全保障問題という観点で， 現下の事態の把径を捉
え直す必要があると， g及した。

（司会・浦野起央）

部会N 国際機構の現状と将来

まず小生より， 国連がその発足以来の期待と失望の交
錯から脱して， その誕生 40周年前後より， 改革に乗り出
した乙とを述べ， 引続いてその手がけてきた紛争が解決
に向つての転機を迎えた乙とを指嫡し，乙の際国巡シス
テム全体として見直しを行う乙との:t'.t義を強調した。

ついで． まず緒方貞子会員が「国連の可能性と限界」
と題し． 国連の普遍性の原則がその発表過程において大
きな課題とくにメンバーの地大， 行財政問題． 機栴鉱大
を生み出して問題を投げかけた点をとりあげた。続いて
その平和と安全の機能の分野に関し， 最近の紛争処理の
成功の背後II:補助手段の活問があるζとを示しつつ， 利
益の合致． 共通の認、殺， 共同の行動の存在が寄与したと
説明。また． 国連機能の 8剖を占める経済社会の分野で
は従来より大きな貢献を行ってきた乙とを指鏑， 今後は
その中枢的行動綴関であるECOS OCの遜用が重姿であ
ると述べた。

また， 武者小路公秀会員は「国連大学の現状と課題」
について， 函連大学JO年の歴史とともに歩んできた体験
を綴り返り， 国連大学としては， 西欧思考の復権ではな
く， 北より南への知的移転を重視すべきで‘ある点を強調
した。さらに， グローパリズムと リーヂョナ リズムの対
話II:触れ。 第 1 臼闘の「国際関係論の課題J II:リンクす
る論題を提供した。

議場を埋めた聴衆は終始熱心に聴講したが， 講iJli後の
質問において， （1）平和維持の成功の背後にある補助手段
の問題． 国連および国)lll大学の活動とN G Oの参 加の可
能性の問題， 国連大学の直面する問題の中， 日本の学会

部会V 脱国家行為体
一一トライブとエスニシティーー

JO月3 0日の部会V「脱国家行為体ートライブとエスニ
シティJ では． 報告はっき’の二つで－あった。

戸田真紀子 （大阪大学大学院D C) ：脱国家的トライ
プと国家建設の相刻一一ナイジエリアの事例研究
を中心に一一

浅香幸枝 （東京経済大学識師） : 1980年代パンア メ リ
カン日 系大会の歴史と問題点

討論者（両報告あわせて）：小倉充夫（総図盛大学教綬）

戸田報告は， ナイジエ リアの事例研究を踏まえて， ア
フ リカ型国家建設のモデルとして，欧米型間質的natio n
stateの形成 モデルを否定し，tribesの多織性II:立脚し
た並存的統合を提起するものであった。

浅香報告は. 1981年から始まったパンアメリカン二世
大会（2 年毎II:南北アメリカで開催）を． 二世のアイデ
ンティ ティと辿得の問題として， �／.＼な資料Ii'.:よって，
解明するものであった。

戸田報告は， 問題縫起型で理論的であり， 浅香報告は，
資料発抱裂で実証的であった。

両報告は， 問題関心も方法論も対照的であったが， そ
ζをまず討論者がうまく豊監理してくれた。

両報告ともに水準が高く， 報告後の議論は． 若い会員
が積極的II:発言し． きわめて活発であった。

小倉会員の討論をふくめて， 戸国報告では， 政治統合と
文化多綴性．経済利筈． 軍政， 国境の関係． さらにtribe
と民族の位置付けが． 議論された。

閉じく， 浅香報告では， アンデンティティと国境を越
える連帯の関係， さらに移民と日本の新しい関係が， 議
論された。

部会は大成功であったといっても，�言で・なかろう。
（司会・初瀬龍平）
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『国際政治』（学会創立20周年記念号）の
英訳版第2冊の刊行について

1 9 8 8 年 l 2 月
日本国際政治学会

乙のたびF日本国際政治学会 」（学会 倉IJ立 20周年記念号）
の英訳版第 2lllt (INTERNATIONAL STUDIE S IN 
JAPAN， 第l f市はJAPAN AND THE WORLD) 

が出来上がりましたので御案内申し上げます。内容は添
付資料の通りです。

第 1f沼（日本外交史・日本外交関係）は， 予定より速
くなりましたが1988年度中にコロンピア大学出版部より
刊行予定です。第 2冊は国際関係、論・地域研究の歴史と
理論を取り依っています。 日本語の原本の編集は1 2年前
ですが， 今回英文版を作成 するに当たり可能な限りUp­

TO-Da te になるよう1JD�医されています。編集責任者は
第 1I稽・第 2冊 共に同志社大学の麻田貞雄教俊です。ど
うか御研究あるいは学生指導に御活用下さいますようお
願い申し上げます。

なお第 2 冊 は 学 会 刊 行 の た め印 刷l11iの原価に近い
2,500円（学会 員2割号｜）とします。 第 i nuは一般の販

売用で・コロンピア大学出版部が決めるためかなりの高額
となる見込みです。

第 2冊は下記の学会 ・Ji務所で取り彼いますのでどうか
お 巾し込み下さい。

〒 18 6 東京都国立市中 2丁目1 番地
一橋大学磯野研究館内

日 本 国 際 政 治 学 会

（添付資料）

匂話0 425 (7 2) 1 1 0 1 （内線 46 7) 
娠嘗 点京6-30503番

CONTENTS 

Preface by 1he cdilor － ・ ・ ・ . . . . . . . . ・ ・ ー ・・・・・・・・・・ ー・・ ー I 

I. An Overview 。『ln1crna11onal S1udics in Japan 

Hosoya Chihir。

PART Ol<E 

JAPAl<'S REW叶’oss、.VITH MAJOR p。、VERS

，，柑＇ Re,•lolo; lnd<p<•d•問包

2. Japanese-American Rcla11ons since 1952 

M回uda Hiroshi and As�da Sadao ・.....・・・・ －・・ ー

). Postwar Sin。·Japanese Relnllons 

lk町Mnsaru ... . . . . . ー ・ ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ．．．．．．．．． 

4. p。scwa' Soviet-Japanese Rcl•tions 
Saice M。1oh1dc白.. . ... ... ...... .. . .・ ．．．．．．

PARTT\\0 

’llSTORlCAL STUDIES 

5. History of International Politics in East Asia 

\Jno Shigcaki and Yokoyama Hiroaki . 

6. Hm。ry。f American Foreign Relauons 

Yui Daizoburo 

7. Diplom3lic Hist。ry of Con1incn1nl Eur。pc

Ueta Takoko. 

S. British Diplomacic Hist。rγ

Sasaki Yiita 

9. History of Jniernoli。nal Politics since \V W.JJ 

Fukud温Shiseo, Kusama Hidesobu品，and Saco Shin'ichi . ー

I 0. East Asia 

PART THREE 

.\REA STUD児玉

Moriy首ma Akio, Izumi l1:ijime, and Nokami Tam10 

11. The Americ』

Aruga Tadash1 and Komo Yiizo . ・ ・ ・・・ ·•· .・－

12. The Soviet Unron and Eastern Europe 

Kido Shigcru ... 

I 3. Western Europe 

Kam目H』roshi

14. Middle Ease and Africa 

Uran。Tatsu。 ・・・・・・・φ・・ ・ ・ ・ ー ・ － － － － － － － －

Noccs on con1r1bu1ors . . 守 ・ ・ 田 ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ －・ー ー ・ ー . . . . . .

日本学術会議第14期会員（本学会推薦および
他学会推薦の本学会会員関係者）の活動状況

（委員会委員等）について

川田 侃 会員 第 2部副部長， 巡営審議会役員， 運営
審議会 附置広報 委員会 委貝， 平和及び
国際勝機特別委員会 委員長， 平和問題
研究連絡委員会 幹事， 政治学教育制度
研究迎絡委員会 委貝

細目千｜導会員 第 6 常Ill委員会（国際学術交流・協力
IC.関する審議） 委員． 政治学研究連絡
委員会 委員

松本三郎 会員（アジア政経学会 推薦） 第 4常世委員会
（学術体制I及び学術関係諸機関との連
携に関する審議）委員， 資源・エネル
ギー問題特別委員会 委員， 政治学研究
連絡委員 会 委員

閲 覧治 会員（日本平和学会推成） 第51古位委員会
（学術情報・資料lζ関する審袋）委員，
平和問題研究連絡委員 会 委 白長． 統計
学研究辿絡委員会 委員． 学術文献情報
研究述絡委員会 委員， 政治学教育制度
研究ill!絡委員会 事宇宙p
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理！JJ長
有賀 貞

削mPJJ長
松本三郎

学会運営組織図 ( 19 89 年 1 月末日 現在）

理 事 A 
コエ

〈事業計画および予算・決算の認定， 学会全般に関する会務の執行）

理事 有賀 貞， 五百旗頭工i. i也j十 {I. 猪ロ ギ， 字野:illRH， 浦野起央， 大畑篤四郎．

大畠英樹， 緒方貞子， 岡部逮味． 事，，谷イミ二． 鴨 武彦， 川田 侃． 木戸銭． 高板正必，

佐藤栄一， 進藤栄一， 閲 覧治， 高柳光男， 谷川祭彦 ． 永井陽之助， 中嶋翻雄． 初瀬龍予，

馬�伸也， 平井友.＆， 平野健一郎， R;i回茂夫， 藤井昇三， 細谷千博， 本陪l長：性t. 総ぶ三自II.
武者小路公秀， 百瀬 宏， 封書山道雄， 渡辺llti夫

監’H 栗野 鳳． 小林幸男． 山本 消

｜運営委 員 会｜
（理事長補佐． 学会日常業務の処理）

有賀 貞（主）， 松本三郎（副）． 細谷千臥永井防之助， 字野重昭， 大畑篤四郎， 大白英樹．

鴨 武彦， 木戸務， 佐藤栄一， 中嶋在員雄． 渡辺昭夫

一
42一

一
員一

一
委一

一
究一

一

研
一

－
・

四

一

画一

一

企一
研究分科会

（全国的な会員間研究組織の
統抱・推進・研究大会企画）

宇野重昭（主）
中嶋初雄 （面IJ)
鴨 武彦 （富IJ)

日本外交史（大畑篤四郎）， 東アジア国際政治史（藤井昇三），
ヨーロッパ国際政治史（百瀬 宏九東アジア（中嶋初雄），
ソ辿 ・東欧（羽幼久泥子）， 東南アジア（岡部述昧），
アフリカ（小田 炎郎）， 中近東（浦野起央・丸山自起），
アメリカ政治外交（高松越之），国際統合（中原将一郎），
トランス・ナショナJレ（馬喝｛申也）． 政策決定（渡辺i昭夫 ），

安全保障（伊豆見元） ． 数1立政治（山本音宣） ． 平和研究
（岡本三夫）， ラ テン ・アメリカ（総下 洋）． 国際交疏
（杉山 恭）． 国際政治経済（佐藤英夫）

地域・院生研究会

関西地峡研究会（並下楢彦）
名古屋国際政治研究会（福田茂夫）
東京 地区院生iiJf究会（角南治彦 ・河原匡見）

編集委 員 会 書評小委員会

（機関誌S評の企画）

黒柳米司（主）， 佐藤元英，
田中明彦． 広瀬栄子

（機関誌の企画・編集・発行）
木戸議（主）． 黒柳米司（高11) . 阪中友久
波多野j宣雄， 小此木政夫， 野林 健， 毛星和子

ニューズレター委員会

（ニューズレターの企画・編集・発行）
佐藤栄一（主）， 望月敏弘， 庄司点型チ， 御子芝書評
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対外交流委員会 機関E志英文版刊行小委員会

(I S A. BI S Aその他海外の学会との交読の 推進．
国際会ぷの企画など）

英文ニューズレター小委員会

細谷千問 （主），字野重昭， 川田侃， 中嶋初雄．
佐強英夫． 大芝 亮

国際学術交流基金委員会

（国際学術交流のための基金・利子の管理と運用）
大畠英樹 （主）， 永井陽之助 （顧問）， 細谷千陣， 大畑篤四郎． 猪口邦子. �下猶彦

会 計 部｜ （早稲田大学事務室）

（予算・決算の作成 ・会費関係等会計業務全般に関する統指）
大畑篤四郎 （主）． （篠 原初校）

141事 務 局｜｜一事務局長 松本三郎 ーァ 即塾大判務室

｜ 松本三郎 （主）． 国分良成 （認IJ)' 
研究大会側催IL関する業務 日 （石井氏太郎）
関係官庁との速絡業務・機関誌， ハ

ー一 ｜ト一 一緒大学 ’F務室ニ ュ ー ズ レ タ ー・ア ン ケー卜等の発送業務 ｜ ｜士T二｜｜ （高総佳代子）
I S A. BI S Aその他との対外交疏関係業務｜｜
維持会員関係J業務， 会計部との連絡 I Lーー成媛大学分室 （機関誌英文版関巡業務）
各種問い合せの処怒， その他 J （夜辺友越子）

乙の度． 学会事務局の体制が変わりましたので， 会 員 の皆織に関係の深い部分について業務分担の別をお知らせ致
します。 （松本三郎）

（学会所在 地事務室としての業務〕
学会あて通信， 入会申し込み， 学会あて郵便振替送金， 会 員住所の主主録，学会あてむ話の応待， 理事会
連営 委員会関係およびI S A. BIS A関係事務の処震など。

一橋大 学司E務 室（〒186 東京都国立市2- 1 一橋大学 磯野研究館
0425-72-1101 内線409)

〔事務局長が担当する事務）
機関誌の発送， 研究大会開催校との連絡． 大会案内状の作成 ・ 発送， アンケー ト発送 ・ 受領 ・整理，
役員改選および関係官庁との述絡・届出関係事務の処理など。

度慮義聖書大学事務室（〒108 it!京都港区三回2-15-45 俊慮義墜大学三田研究室内

新入会 員（19回. 10. 28 lll!']J会承認）
天羽民縫Cl'／＂山学院大学）． 阿部汎克 （青葉学園短期大学），
石井貫太郎 （段慮義塾大学大学院）， 稲田浩 （鹿慮義整大
学大学院）． 大1'.t秀彦 （東海大学大学院）， 加綴陽子 （東京
大学大学院），金子熊夫（日本国際問題研究所）， 川原彰
（立教大学） . .JI'..？！事法隆 （防衛研究所），佐藤正チ （名古屋
自由学院短期大学） ． 芝実 （朝 日新聞社）．申周主主（際限議
塾大学訪問研究 員）， 鈴木隆 （大阪ガス 側）， 尚登 鎚 （ WJB!!\

国分良成 研究室 03-453-4511 内線33 0 1) 

j襲撃大学大学院），高柳彰夫 （一橋大学大学院）， 滝沢荘
一 （熊本大学），竹内俊降 （帝国女子 短期大学）， 田 中 高
（ラ テンアメ リカ研究家九州穆 （新潟大学）， 中野聡
（一橋大学大学院）， ア ティパット ・パムJレーング
(A thipat Bamroong) （神戸大学大学院）． 日暮吉延
（立教大学大学院〉． 藤原剛 （四天王寺国際仏教大学），
／｝＜野均 （上智大学大学院）， 柳生望（縦:R林大学入湯浅誠

（東洋経済新報社）
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原稿募集 機関誌「国際政治j第84号
「政治統合へ向かうE CJ （仮題）

1970年代から1980年代前半にかけての統合「停滞期J
を脱し， E Cは大きな変革期を迎えている。1992年を達
成目線年とする織内市湯統合へ向かつて本絡的な取り組
みを開始したのである。E C 委員会が提案した市場統合
に関する自；�｝IC:誌づく統合計画を実施するために， E c 

加盟国IC:「単一欧州議定 ;:j,t」を採択し， E C設立諸条約
の改正を行い． 同時IL, E C加盟諸国の首脳会議及び外
交政策の協調IC:関する欧州政治協力機織に条約上の綴拠
を与えた。乙のととにより， E C固有の領域に属する市
協， 通貨， 経済政策などの統合とE Cの枠組みとはg1jの

恨柄として級われて来た政治・外交の協調とを総合的に
関述づけながら統合を地盤する方針が明らかにされた。
勿論． 市場・経済統合も法律・社会的諸制民国家主権．
政治・外交むどの統合を不可避的に伴っている。

以上の観点IC:立って， 1992年IL向けたE C市湯統合の
実態IC:迫る分衡を中心にした論文を募集致します。市場
統合自体の分析． 制度改革． 特』己決定過程の改革・市協
統合の対外的影響， 特ILコメコン， E FT Aとの関係の
発展＇ E C外交及び政治協力の制度的， 実態的分析， E
Cの統合とE C・欧州安全保障問題の分析， 人権問題な
ど. 84号を E Cにおける統合を多面的に分析した特集号
に したいと考・えています。沢山 の会貝 の方の ど応募をお
願い申し上げます。原 稿締切りは1989年12月末 （厳守）
発行予定は1990年5月です。

ど述絡， お問い合せは下記へお願いします。
金丸郎男

同志社大学法学部研究室
電話 075 (251) 3533 or 3552 

京都市北区紫竹東桃ノ本町1 8 
I[！話 075 (491) 2909 

プランゲ寄金のお願い

秋の学会の’H務局報告で＝案 内があり， または 月 6 臼付
の朝日新聞記恨がありましたので， 御承知の会員も多い
と存じます。しか し， まだ目 標額の半分程度しか集って
いませんので， 会j]各位の御協力を是非ともお願いしま
す。

占領期のおびただしい出版物の多くが， 日本国内では
失われましたが． メリーランド大学Iζ「プランゲ・ コレ
クション」として最も完全な形で保存されています。:i.'.i-
11fな研究資料であり戦後日本の文化財でもある330万ベ

ージの鐙.l!llと永久保存のため， 財政的支援を換する恒態
に陥っています。以下の委領で御参加のほどお願い申し
上げます。

Gj金回線額 1 3 0万円（ 1万ドル）
個人 一口 5 千円（団体一口 1 0万円）
期 限 1 9 8 9 年3 月 15日
娠込口 座 住友銀行六甲支店（普通口座）

番号 8 8 8 0 00 
「プランゲ・ コレクション笥金」宛

発起人 細谷千臥竹前栄治， 有賀貞， 緒方貞子，
天川晃， 五十嵐武士． 五百h1t顕a

おl自］�、合せは，
神戸 大学法学部・五百旗頭まで。
（神戸 市灘区六甲台町 屯話 0 7 8 < 8 8 1) 1 212) 

国際学術交流基金の1988年度

第2回申請受付けの結果について

さる9 月108発行のニューズレター第45号における公
示lζよって， 国際学術交流1基金の1鉛8年度第2回中J,'jを
受付け， IO 月初日開催の国際学術交流基金 委員会におい
て審l汲致しました結果， 以下のように受給者を選定数し
ました。

受給省 稲田十一会日（日本国際問題研究所・研究日）
活動：1989 年 3 月28日～4 月 1 日 ロンドンで開催

されるl s A年次大会に出席し， ペーパー

“Japan’S Aid Diplomacy: Economic, 
Political or Strategic？” を提出 ・報 告

受給額；航空巡賃（東京～ロンドン間往復）および
5日間滞在実費

（国際学術交流必金 委員会）

学会活動報告

8 月27日（土） 理1H監’Jl選挙管理 委口 会
(Ji!;[京六本木・国際文化会館， 午前10時一7時）

評議員による投票（総数248有効237 を聞認し理
事35名． 監事3 名の当選者およびそれぞれの補欠3
名を決定 〔新理事監事就任者IC:ついてはg1j原容照，
盟事当選者の衛藤洛吉． 監事当選者の石川忠雄商会
μは就任を辞退〕

JO 月28日（金） 運営 委員会
（東京九段・アJレカディア市ヶ谷私学会館．

午後4時30分－ 6時）
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同日 限’Ji会（ID)
（私学会館， 午後6 時一9 時）
審ぷ事項：<D新入会 員承認の件〔26名の入会をよk

!it. 別項参照〕． ＠次期正直I）理事長選出方法IC関す
る件〔従来どおりとするととを承認〕， ＠1990-92
年次.JI!'.＆員選出方法に関する件〔継続審議〕， ©89
年.(j:＊研究大会実胞に関する｛牛〔5 月208, 21日．
一橋大学〕， ＠名谷会 貝俄挙の件〔内山正 熊． 吉村
健減商会口 （�·JJ)を名管理事に縫挙〕。

10月29 日（土）ー30口 （臼 ） 秋季研究大会
（東京三回・殴IJlli義星島大学）

詳細は別項後照， 出席会貝数約370名。
大会期間中， m’H会 （新）〔下記〕， 総会． 懇親会

を開他． また運営 委員会． 編集 委員会． 国際学術交
流必金 委日会. ，！｝評小 委貝会を開催。

JO月29 臼 （土） 鹿’JJ会 （新）
（段1%..i量塾大学， 午後O 時15分一l 時30分）
務必’JJ項：©新理事長選出の件〔有賀理事を選出〕

②新扇IJ理事長選出の件〔松本理事を選出〕

事務局だより

機関誌89号を秋季大会の際受り取られなかった会 員へ
のその号の発送は11月168 ICすませました。

11月末現在． 日本学術会議IC提出する密紙文部省IC
提出する綴関誌 刊行について助成申請�などを単備して
います。

さて1986年12月前任省百瀬宏理事より事務局長を引き
継ぎまして以来． 至らぬ点多くど迷惑をおかけした乙と
を恐れておりますが． 今日 までまずは大過なく務められ
ましたととは． 会貝皆織のど協力によるものでありまし
て . If!.くお礼申し上げます。後任は松本三郎副理事長の
兼任となります。12月中IC事務引き継ぎを了える予定で
ありますが．’F務局体制の詳細は乙れから決めると乙ろ
で． 次号でお知らせします。理’F長としてのご後拶はア
ンケ ートご依頼の際IL簡単ながら致しておりますし ま
たニューズレターには別に執筆の機会もあると存じます
ので． ζ乙では’Ji務局長交代のご挨拶に留めます。

（有賀 貞）

編集委員会だより

編集E任 木 戸 務
機関誌m9s弓・は的岡県立大学の毛里和子会 員を編集 委

員として， 中・ノ関係を中心とするアジアの国際情勢を取
り上げる予定である。

研究分科会の近況

一 一一一一一一一司・一一－一一十

ヨーロッパ国際政治史分科会， 小国部会
一一一一一一一一一－一

漬口 皐 （凶学院大学）

当分科会は， 次の通り研究会を開催しました。
1988 年6月26日

「小国の世界戦略ーユーゴスラヴィア非同fil外交
の理論と実践J 定形 衛 （大分大学）

コ メンテーター 柴 笈弘 （敬愛大学）
19回年JO月15日

「戦後スウェーデンの外交政策一一安全保隊政策
を中心としてJ 盗谷 保 （中央大学）

なお， 研究会で報告をご希望の方は． 以下ICど迎絡下
さ い。また， 研究会でとりあげるべきテー？などがござ
いましたらお申し越し下さい。

〒187 東京郎小平市律問町2 - 1一l
津田塾大学国際関係学科百瀬研究室気付

ヨーロッパ国際政治史分科会 小国部会

＜訂正＞
秋季研究大会の分科会一覧中ヨーロッパ国際政治史

の欄IL誤りがありました。 お詫びして訂正 いたします。
誤 正

日 本大学専任説師
国学院大学助教授

日本大学兼任講師
国学院大学教綬

ー一一一一一一一一一一・一一一一一一

ソ連・東欧分科会

羽場久滝子（法政大学）

10月30日 （日）， 秋期大会におけるソ連・東欧分科会
での報告は， 下記のように行われました。

報告者：秋野 也氏 （筑波大学）

テーマ：「ソ巡の社会主義世界体制・国際共産主�巡
動への新たな アプローチ」

当日は． 報告のiJij白さに加え． 2臼自の共通論題のテ
ー？とも重なって. 50名近い参加者を迎え， フロアから
は中自・東欧研究者のコメントを含む活発な討議が行わ
れました。

今後の研究会の報告予定は， 以下のとおりです。
12月予定 倫手 慎二氏

グロ ムイコ論 （-45年まで）
米春予定 岩田 昌征氏 （千葉大学）

現代ユーゴスラヴィアの諸問題
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.{f:JOJ大会予定 広瀬 佳一氏（筑波大学院） 当合同分科会としては， 今後なるべく若い研究�K.報

第二次1立界大戦末期のポーランド 告の機会を与えたいと考えておりますので， 報告を希望

ーコ’ムウカを中心としてー されるノヲは以下に御ill!絡ください。

米兵予定 安井 教治氏（明治大学院） 〒30 5 つくば市天王台1-1ーl

1920年代のポーランド内政 筑波大学社会工学系

研究会案内希望おあるいは報告希望者は． 以下へ御ill! 佐藤（英）研究室気付

絡下8い。

〒10 2  千代田区口上見2 -17-1
法政大学社会学部羽場研究室気付
ソ辿・東欧 l段lf\JJ羽 ・戦後研究会

中近東分科会

浦野起央（日 本大学）

富田 作「イラン国民戦線の系譜ーーその形成と
挫折一一J

イラン政治をjjfiじて民族の独立と民主主義のlilti'Lをそ
のイデオロギーとして活動し． 弾圧をみつつも再浮上し
てきた， なかでもイランの石油固有化K.大きな役 割lを!I!
たしたイラン国民戦線の展開を報告の主題とした。それ
は1949年Ir.形成され， イラン困民党． イラン党， モジャ
ーヒディーネ・イスラーム協会． イラン国家党を母体と
し， その街導益金量は実践的政治家モサデックと恩怨家ハ
リール ・7レキーにあり， 後者は特Ir.個別的m三勢力の

物故会員 瀬川善信(19槌年11月25日逝去． 崎玉大

学 ・教授）会見は． 本学会評議委員をつとめられ， 国際

法の分野で御活断iされるとともに. uu;t外国語大学で、も

教練を執られました。つつしんで御災 福をお祈り申 し上

げます。

編 集後記

よき新年をお迎えのζとと存じます。小生が編集主任
をつとめるニューズレターは， 今回が故後となります。
第31 号より46号まで． 過去4年聞に16号をお届け主主しま
したが， お際機で無事Ir.任務を終えるととができました。
会員各位の御協力にたいし， 編集委口一同， I!/.く御礼申
し上げます。

とのrm. 御多 忙中lζ巻頭言 をお ·， ＇fき下さったノf':F-../f ,
斎藤鎮!JJ. 小田炎li!fl， 江口キト直fl,須乙部品三， 勝郎元，
川田侃， 剣山道雄， 字野重昭， 野村I昭夫， 猪木正道－， 平

fill,; 金者で卜ゥーデ党の歴史理論に対抗するものであった。 l 井友義． 尾上正男． 石川 忠雄の諸先生K.は改めて御礼申

結局． 石油論争IC.ff効な解決策をだしえないで． 国民戦 ｜ しあげます。とくに紋後の号には斎藤 氏先生から珠玉の

線は挫折の速命を辿るが， 再びイスラーム指命後IC.再生 ｜ ようなエッセイを頂戴し， 感激致しました。

し． 短い活動を担った。 乙の形成から挫折Ir.�る局面に ｜ 本学会が関かれた知的コミュニティーとしてさらに発

ついて， 思想と政治力学の2 つの側面から， 報告を行っ ｜ 展します乙とを念願致しております。 （中嶋綴雄）

た。 I 〔お乙とわり〕

政策決定・ 国際政治経済合同分科会

佐藤英夫 （筑波大学）

段路大学でl掛かれた秋期研究大会では， 明凶ゆかり会
員（世界経済�1空会） が「G ATT紛争処理手続と米凶
の対応J というテーマで報告を行った。G AT T紛争予
続の歴史的発展と， 米国の通商政策との絡みあいについ
ての極めて示唆に富んだ報告であった。乙れに対して長
尾悟会員（国際大学）， 富里政玄会員（国際大学）からそ
れぞれG AT Tと米国の通衛政策についてのコメン卜が
あり． それに必づいて フロ アからの質問や意見がIllて，
活発な討論が展開された。

次号おくりになりました。御了承下さい。

＜ニューズレター委員会＞
中的繊維（主）， 字 佐美滋（員lj)， 伊豆見元 ，
）�尻秀滋． 河原地英武， 小沢点澄（編集·µ務）
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